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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前連結会計年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

なお、当社グループはＷＥＢ受託開発・ＡＳＰサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を

しておりません。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症における活動制限の緩和や５類感

染症への位置付け変更等により、景気は緩やかに回復しております。一方、ウクライナ情勢の長期化による資源・

原材料・エネルギー価格の高騰、円安による物価の上昇に加え、世界的なインフレに伴う政策金利の引き上げなど

による海外経済の減速の影響が懸念され、経済環境は依然として予断を許さない状況が続いております。

当社グループの事業領域である情報サービス産業を取り巻く環境については、企業収益の改善傾向が続く中、供

給制約の影響を受けつつも、人手不足対応やテレワーク関連投資、デジタル化に向けたソフトウェア投資を中心に、

ＩＴ投資が引き続き増加基調にあり、当社グループの属する国内ＣＭＳ市場においてもＷＥＢサイトの重要性が増

してきていることから、ＷＥＢマーケティングやＷＥＢに関わる業務改善についても興味・関心をもたれる企業が

増加してきております。また、コロナ禍に伴いデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の取り組みが加速して

いることや、ＣｈａｔＧＰＴに代表されるＡＩ技術が大きく注目を集めたことから、企業のＡＩ活用は今後も拡大

するものと予想されます。

このような事業環境の中、当社グループは自社開発のＷＥＢサイトコンテンツ管理システム「ｉｎｆｏＣＭＳ」

を活用したＷＥＢサイト構築および構築後のサーバ・システム運用保守などのアフターサポートまでを一貫したＷ

ＥＢ受託開発・ＡＳＰサービスを主事業とし、子会社である株式会社アイアクトからは、ＡＩを利用したファイ

ル・サイト内検索システム「Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ」、会話の分岐が可能な第２世代ＡＩチャットボットシステ

ム「Ｃｏｇｍｏ Ａｔｔｅｎｄ」のサービスを提供するなど、企業の業務改善ＤＸとＷＥＢマーケティング支援を目

的とした事業展開を行っております。

また、当第１四半期連結累計期間においては、簡単にＷＥＢサイトのアクセス分析が可能な「ＭＥＧＬＡＳＳ ｆ

ｉｎｄｅｒ」のＣｈａｔＧＰＴ連携によるＡＩ分析機能など、更なるデータ分析業務の効率化とＷＥＢサイトの改

善策を自動アシストする機能を追加したバージョンアップ版をリリースするなど、ＷＥＢ関連商材を拡充するとと

もに、株式会社アイアクトからは「Ｃｏｇｍｏ Ｓｅａｒｃｈ」とＣｈａｔＧＰＴを連携したサービスをリリースし

ており、ＡＩ技術も積極的に取り入れております。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は394,727千円（前年同四半期比7.6％増）、営業利益は

18,249千円（前年同四半期は営業損失11,370千円）、経常利益は278千円（前年同四半期は経常損失12,440千円）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は14,355千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失23,448千

円）となりました。
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当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,553,212千円となり、前連結会計年度末と比較して59,637千円の

減少となりました。流動資産は935,198千円となり、前連結会計年度末と比較して80,129千円の減少となりました。

これは、受取手形、売掛金及び契約資産が62,687千円、現金及び預金が33,666千円それぞれ減少したこと等による

ものであります。固定資産は618,014千円となり、前連結会計年度末と比較して20,492千円の増加となりました。こ

れは、ソフトウエア仮勘定が36,190千円増加したこと等によるものであります。流動負債は365,734千円となり、前

連結会計年度末と比較して27,512千円の減少となりました。これは、未払消費税等が34,923千円減少したこと等に

よるものであります。固定負債は262,792千円となり、前連結会計年度末と比較して26,177千円の減少となりまし

た。これは、長期借入金が24,999千円減少したこと等によるものであります。純資産は924,685千円となり、前連結

会計年度末と比較して5,946千円の減少となりました。これは、利益剰余金が14,355千円減少したことによるもので

あります。

(2) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,771千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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